課題設定による先導的人文学・社会科学研究推進事業
研究成果報告書

研究テーマ情報
	プログラム名
	学術知共創プログラム

	課題
	

	研究テーマ名
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研究費（直接経費）（千円）
	令和4年度
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（2026年度）
	令和9年度
（2027年度）
	合計

	
	
	
	
	
	
	



研究の概要（0.5頁以内）
	[bookmark: _Hlk165578507]本報告書「１．研究の目的・意義」、「２．研究内容・方法」、「３．研究の成果及び波及効果」に記述した内容について、その概要を簡潔に0.5頁以内で記述すること。









１．研究の目的・意義（１頁以内）
	応募内容提案書に記載した研究の目的・意義について、課題の内容に照らした問題意識、その課題との関連性並びに人文学・社会科学に固有の本質的・根源的な問いを追究する意義を明確にした上で、具体的かつ明確に１頁以内で記述すること。









２．研究内容・方法（１頁以内）
	応募内容提案書に記載した研究計画について、本プログラムの趣旨及び課題の内容を念頭に置いて、何を、どのような方法を用いて、研究期間内にどこまで明らかにしようとしたのか、具体的かつ明確に１頁以内で記述すること。なお、研究の進捗に応じ応募内容提案書から変更した部分があれば理由とともに明記すること。









３．研究の成果及び波及効果（６頁以内）
	研究期間内の研究の成果及び波及効果を、以下の点を含めながら、具体的かつ明確に６頁以内で記述すること。
・本事業の趣旨及び当初の研究目的に沿って、着実に研究が進展したか。
・具体的な研究成果及びそれらのどのような点が先導的であったか。
・未来社会が直面するであろう諸問題に係るどのような応答を研究成果として提示できたか。
・人文学・社会科学と自然科学の双方に学術的視野の広がりを有する人材の育成にどのように寄与したか。
・研究成果をどのように公開・普及させたか。
・研究成果及びその普及によって、学術や社会の発展へどのように寄与したか。
・研究成果の発表・発信状況。（主な学術論文、学会発表、著書、産業財産権、招待講演、ホームページ、主催シンポジウム、一般向けのアウトリーチ活動等。ただし本報告書提出までに掲載等が確定しているものに限る。なおe-Radに入力した分はここに記載する必要はない。）









４．今後の展望（２頁以内）
	研究期間終了後、人文学・社会科学に固有の本質的・根源的な問いを追究する研究をどのように推進し、未来社会が直面するであろう諸問題に係るどのような有意義な応答を社会に提示することを目指すか、具体的かつ明確に２頁以内で記述すること。









５－１．研究プロジェクトチームの体制（必要頁）
	研究期間終了時点の研究プロジェクトチームの体制について記述すること。



研究グループ名：
	研究代表者等
の別
	氏名
	所属研究機関・
部局・職
	役割分担

	
	
	
	

	
	
	・研究グループを設定していない場合は、「研究グループ名：」を削除してください。
・研究グループ数や研究分担者、研究参画者数に応じて表や行を加除してください。

	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



研究グループ名：
	研究代表者等
の別
	氏名
	所属研究機関・
部局・職
	役割分担

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



研究グループ名：
	研究代表者等
の別
	氏名
	所属研究機関・
部局・職
	役割分担

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	





５－２．研究プロジェクトチームの役割と連携（１頁以内）
	研究プロジェクトチームにおける個々の研究者や各研究グループ（研究グループを設定している場合）の役割や連携について、図表などを用いて具体的かつ明確に１頁以内で記述すること。
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